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高城町教育委員会では、平成12年度細井地区県営農地保全整備事業に

伴い、宮崎県北諸県農林振興局の委託をうけて、埋蔵文化財の発掘調査

を行いました。

今回の発掘調査では、縄文時代から平安時代にかけての数多 くの貴重

な資料を得ることができました。

特に、縄文時代後期の竪穴住居跡の出土軒数は、郡内だけでなく、県

内でも多い遺跡の一つです。そのためこの遺跡が、宮崎県の縄文時代の

研究、特に集落遺跡の研究に影響を与えることは勿論ですが、今後の町

民の歴史研究に寄与するとともに、学校教育や生涯学習の場で活用され、

埋蔵文化財の保護に対する認識と理解の一助となることを期待 しており

ます。                `

末筆ながら、遺跡の調査及び整理、本書の作成に際し、多大なるご協

力、ご理解を賜った細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、宮

崎県教育庁文化課、各関係機関、町民各位の皆様方に深 く感謝を申し上

げる次第であります。

平成13年 3月

高城町教育委員会

教育長 内 田 國 昭



例    言

1、 本書 は、宮崎県北諸県郡高城町大字有水の細井地区における県営農地保全整備事業 に伴

い、平成 12年 度 に実施 した山城第 1遺跡の発掘調査概要報告書である。

2、 発掘調査 は、第 2次発掘調査 を平成 12年 4月 11日 ～ 6月 30日 まで実施 し、第 3次 発掘調

査を平成12年 8月 1日 ～平成 13年 2月 23日 まで実施 した。

3、 発掘調査 は、高城町教育委員会が主体 とな り、高城町教育委員会社会教育課主査 白谷健

一が行 い、宮崎県教育庁文化課谷 口武範 の調査指導 を受 けた。

4、 調査組織 は以下 のとお りである。

調査主体  高城町教育委員会

教 育 長      新 地 文 雄 (平成 12年 9月 まで)

内 田 國 昭 (平成 12年 10月 より)

社会教育課長     江内谷 満 義

課長補佐兼文化係長  田 中 孝 明

調査担当  町社会教育課主査   白 谷 健 一

調査指導  県文化課主査     谷 口 範 典

5、 本書 の執筆及 び編集 は自谷が行 った。

6、 出土遺物や写真及 び図面 は高城町教育委員会で保管 している。

7、 空中写真 については、い スカイサーベイに委託 した。
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鶴 X章 調査に至に経緯

E召和63年より、高城町大字有水の細井地区において、宮崎県北諸県農林振興局による県

営農地保全整備事業が計画された。そのため事業地内の埋蔵文化財の有無が問題となり、

協議の結果、工事施工計画で遺跡に影響するところを発掘調査することになった。発掘調

査は平成 4年より行い、平成 4年度は上原第 1遺跡、8,000ピで、縄文時代の竪穴住居跡

が 8軒、古墳時代の竪穴住居跡が 15軒、中世の掘立柱建物跡が10軒出土 している。平成

5年度は上原第2遺跡、7,800ピ で、縄文時代 と弥生時代の竪穴住居跡が 1軒ずつ出土 し

ている。平成 6年度は上原第3遺跡、10,000ピ で、縄文時代の竪穴住居跡が 5軒、平安時

代の掘立柱建物跡が 1軒出土 している。

その後、地元との調整がつかず、事業が延期されていたが、平成11年度に入り、地元と

の事業調整がつき始めたため、北諸県農林振興局より、宮崎県文化課に平成12年度事業予

定地4.5haの試掘調査の依頼があり、試掘調査は県文化課の東憲章が担当し、作物が畑に

植えられているため、作物がない畑を1lヵ 所の坪掘り状の試掘調査 しかできなかったため、

事業予定地の全体像をつかむことができなかった。

また、平成11年度工事予定地内にも、発掘調査が必要な部分が判明し、平成12年 4月 よ

り、3,000ぷ の発掘調査を行った。

平成12年度の工事予定地内の発掘調査については、確実に遺跡が存在 し、削平を行う

部分をタバコ刈 り取 り後の 8月 より先行 して発掘調査を行い、その他の場所については、

作物刈り取 り後に確認調査を行い、発掘調査必要面積を決定することとした。確認調査は

平成12年 9月 27～ 29日 の 3日 間、宮崎県文化課谷口武範が行った。工事予定地内には4m

×20mの レンチを17本設定 し、遺構確認を行い、 4軒の竪穴住居跡を確認 した。最終的な

発掘調査面積は14,000」 となった。

発握調査については、平成12年 4月 6日 ～ 6月 30日 まで行つた 3,000ぽ を山城第 1遺跡

第 2次発掘調査、平成12年 8月 1日 ～平成13年 2月 23日 まで行った14,000ピ を山城第 1遺

跡第 3次発掘調査とした。

鶴菫章 遺跡の立地よ環境

高城町は宮崎県の南西部に位置する都城盆地の北部にあり、北は野尻町、東は高岡町、

山之口町、南は都城市、三股町、西は高崎町に囲まれている。

山城第 1遺跡は高城町の中心部より、北に12kmほ どの所にあり、西を大淀川、南を有水

川に挟まれた台地上に位置 している。台地にはいくつかの谷が入っており、水が湧き出る

所がある。
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周辺の遺跡は縄文時代の八久保遺跡や雁寺第 2遺跡、平安時代の下野遺跡、古墳時代の

雁寺遺跡の他に県指定古墳が 8基あり、有水川を越えた石山の香禅寺遺跡からは板石積石

室が出土 している。遺跡の南側の谷を挟んだ台地上には、下の城址や須圏木城址といった

中世山城や細文、古墳の集落遺跡の上原第 1、 第 2、 第 3遣跡がある。

大淀川を越えた高崎町には、古墳時代の鳩越第1遺跡や縄文時代の鳩越第 2遺跡や中世

山城の柳の城址がある。

第 1図 遺跡位置図 (1/50,000)

1、 山城第 1遺跡  2、 雁寺第 2遺跡  3、 八久保遺跡  4、 下野遺跡

5、 雁寺遺跡  6、 上原第 3遺跡  7、 上原第 2遺跡  8、 上原第 1遺跡

9、 須田木城  10、 下の城  11、 上別府遺跡  12、 高城古墳群21・ 22号墳

13、 高城古墳群19020号墳  14、 香禅寺遺跡  15、 高城古墳群16017号墳

16、 高城古墳群15号墳  17、 高城古墳群14号墳

-2-



第亜章 第 2次発掘調査の概要

1、 調査の内容

山城第 1遺跡第 2次発掘調査は高城町教育委員会が主体となり、平成12年 4月 11日 ～ 6

月30日 まで行った。

発掘調査面積は3,000ポ で、重機で表土を剥ぎ始め、遺物包含層を作業員の手で掘 り始

めた。

基本層序は、第 I層が表土 (耕作土)、 第Ⅱ層が高原スコリア (焼 けボラ)、 第 IIl層 が黒

色土、第Ⅳ層が黒褐色土 (ボ ラ少量含む)、 第V層が黒褐色土 (下にいくほどボラを多 く

含む)、 第Ⅵ層が御池ボラであった。

第 2図 遺跡周辺地形図 (1/5′ 000)
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2、 遺 構

遣構は縄文時代の竪穴住居跡が 4軒、平安時代の竪穴住居跡が 1軒、集石遺構 2基、土

坑、道路跡 1本出土 している。

SA-1

最大径 6mの円形プランで検出面からの深さは約30cmである。床面は中心部辺 りが固

く締まっており、縄文後期の土器が出土 している。

SA-1 検 出 状 況 SA-1 完 掘 状 況

SI-1

長軸 55cIIl、 短軸45cIIIの 集石遺構。

Si-1 検 出 状 況

SG-1

最大幅1.4cmの 道路遺構。

埋土に享保の白ボラが堆積 している。
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第Ⅳ章 第 3次発掘調査の概要

1、 調査の内容

山城第 1遺跡第 3次発掘調査は高城町教育委員会が主体となり、平成12年 8月 1日 ～平

成13年 2月 23日 まで行った。

第 3次発掘調査の発掘調査面積は14,000ピであったが、場所によっては作物の関係で調

査ができない状態であった。そのため作物の刈 り入れが終わっている畑から、重機で表土

を剥ぎ始め、剥ぎ終わった畑から1区、 2区、 3区、 4区、 5区の計 5地区を設定 した。

ただし、 1区 と3区は廃土を置 く場所のないことから、調査区を半分に分け、半分掘って

は半分を掘るという方法を採った。 3区、 4区、 5区は トレンチャーによる攪乱をかなり

の面積受けているが、遺物包含層は残存 している。

基本層序は、,第 I層が表土 (耕作土)、 第Ⅱ層が高原スコリヤ (焼けボラ)、 第Ⅲ層が

黒色土、第Ⅳ層が黒褐色土 (ボ ラ少量含む)、 第V層が黒褐色土 (下にいくほどボラ多 く

含む)、 第Ⅵ層が御池ボラであった。

出土遺物は縄文～中世にかけてのものであり、縄文時代の土器が半分以上占めている。

2、 遺 構

遺構は縄文時代の竪穴住居跡が52軒、古墳時代の竪穴住居跡が 4軒、平安時代の掘立柱

建物跡が 2棟、集石遺構が 5基、土坑が多数出土 している。

1区

SA-1

-辺 4。2m× 3.8mの方形プランで検出面からの深さは約40cmで ある。住居は 4本柱

で、古墳時代の土器が出土 している。

SA-1 検 出 状 況 SA-1 完 掘 状 況

SA-4

最大径2.8mの 円形プランで検出面か らの深さは約40cmで ある。SA-5の 東側に

あり、西側の壁面を少 し切 られている。縄文後期の土器が出土 している。
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SA-4(下 )、 5(上) 検 出 状 況

C-5

最大径 lmの 円形プランの土坑で、検出

面か らの深さは約50cmで ある。

SC-7

最大径 lmの 円形プラ

は、石皿が配置 してあり、

SA-4 完 掘 状 況

SC-5 完 掘 状 況

ンの土坑で、検出面か らの深さは約30cmで ある。土坑の上層に

縄文後期の土器が出土 している。

SC-7 遺 物 出 土 状 況 SC-7 完 掘 状 況

2区

SA-1

-辺4.2m× 4.lmの方形プランで検出面か らの深さは約30cmで ある。住居は 4本柱で、

須恵器が出土 している。
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SA-1

SA-2

遺 物 出 土 状 況 SA-1 完 掘 状 況

一辺 5。 7m× 4.5mの方形プランで検出面からの深さは約20cmで ある。住居は 4本柱で、

古墳時代の土器が出土 している。

SA-2 検 出 状 況

SA-4

最大径4.3mの 円形プランで検出面か らの深 さ

している。

SA-2 遺 物 出 土 状 況

は約60cmで ある。縄文後期の土器が出土

SA-4 検 出 状 況

SA-5

最大径3.3mの 円形プランで、検出面か

土 している。

SA-4 遺 物 出 土 状 況

らの深さは約30cmで ある。縄文後期の土器が出
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SA-5

SA-9

遺 物 出 土 状 況 SA-5 完 掘 状 況

最大径3.5mの 円形プランで、検出面からの深さは約35cmで ある。縄文後期の土器が出

土 している。

SA-9 検 出 状 況       SA-9 遺 物 出 土 状 況

3区

SA-4

-辺 5m× 3.5mの方形プランで、検出面からの深さは約45cmで ある。縄文後期の土

器が出土 している。

SA-4 検 出 状 況

SA-10

最大径3.7mの 円形プランで、検出面か らの深 さ

SA-4 完 掘 状 況

は約45cmで ある。縄文後期の土器が出
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土 している。

SA-10 検 出 状 況 SA-10 遺 物 出土 状 況

SA-11

最大径3.5mの 円形プランで、検出面から

の深さは約50cmである。縄文後期の土器が

出土 している。

SA-11 完 掘 状 況

SA一^12

-辺 2.8m× 2.5mの方形プランで、検出面からの深さは約35cmで ある。縄文後期の土器

が出土 している。

SA-12 検 出 状 況 SA-12 完 掘 状 況

SA-15

-辺3.3m× 3.2mの方形プランで、検出面か らの深さは約35cmで ある。縄文後期の土器

が出土 している。
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SA-15 検 出 状 況 SA-15 完 掘 状 況

4区

SA-3

最大径4.3mの 円形プランで、検出面か

らの深さは約55cmである。縄文後期の土器

が出土 している。

SA-3 完 掘 状 況

SA-4

最大径3.5mの 円形プランで、検出面か らの深さは約70cmで ある。縄文後期の土器が出

土 している。

SA-4 検 出 状 況 SA-4 完 掘 状 況

5区

SA-7

-辺 5。 2m× 4.6mの方形プランで、検出面からの深さは約30cmで ある。古墳時代の土器

が出土 している。
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SA-7 遺 物 出 土 状 況

SA-10

-辺3.lm× 2.5mの方形プランで、検出

面か らの深さは約40cmで ある。

SA-11

-辺3.9m× 2.5mの方形プランで、検出

面か らの深 さは約30cmで ある。SA-10と

同 じく、縄文後期の土器が出土 している。

SC-3

長軸 70cm、 短軸55cmの 集石遺構。

SA-7 検 出 状 況

SA-7 完 掘 状 況

SA-10(右 )、 11(左 ) 完 掘 状 況
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3、 遺 物

遺物の出土量は、 1区が他の区と比べ断然多 く、竪穴住居跡が集中している場所は、や

や少なかった。各区とも、縄文土器の出土が一番多 く、須恵器、土師器 も出土 した。

縄文時代後期の土器は回縁部が波状口縁で、貝殻腹縁文を胴部に施すものである。土器

の色調は赤褐色系がほとんどである。

須恵器は内外両面に叩き痕を持つ平安時代のものと、須恵Ⅱ期に相当すると思われるも

のも出土 している。また、丹塗 りの長頸壺と碗が同じ住居跡から出土 しており、 6世紀初

頭のものと思われる。

石器については、石斧が打製、磨製の完成品、未完成品、欠損品を合わせて10点 ほど出

土 している。石材は砂岩、流紋石である。

石棒 も出土 しており、形状は刀型である。

丹塗 り土器 縄 文 土 器
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鶴V章 救 と め

今回の発掘調査では、竪穴住居跡56軒、掘立柱建物跡 2棟、土坑が数多 く出土 している。

現在、なお整理段階であるため、詳 しく考察することができないが、若干の私見を述べてみ

る。

高城町において、現在、計20軒 の縄文時代後期の竪穴住居跡が出上 しており、一つの遺跡

で52軒の縄文時代後期の竪穴住居跡が出土 したのは、郡内では初めてである。県内でも、宮

崎学園都市遺跡の平畑遺跡の55軒、清武町の竹ノ内遺跡の51軒、串間市の二幸ケ野遺跡の50

軒に次 ぐものである。

山城第 1遺跡から出土 した52軒 の縄文時代の竪穴住居跡は、方形、円形、楕円形の 3タ イ

プがある。当然、52軒の竪穴住居跡が同時期に存在 したわけでなく、建て替えを繰り返 した。

よって、住居内から出土 した土器を分類 して考察 していくと、住居跡の編年の調べることが

できる。

また、竪穴住居跡は遺跡全体に散 らばっているのでなく、ある程度の軒数がまとまって、

遺跡に散在 しているので、家族単位かもしれない。

縄文時代の土坑の中で、土坑の中心部辺 りに石皿 もしくは、少児の頭大の石を配置 してい

る土坑がある。おそらく石を標石とした土坑墓と思われる。

古墳時代の 3軒の竪穴住居跡は、どれも壁面高が低いので、本来の高さはもっとあった。

住居跡からは、丹塗 りの完形品、一部破損品の土器が 3点出土 している。一見祭祀を考えさ

せる土器だが、高城町だけでなく、郡内の遺跡からも多 く出土 しているので、特別のもので

はないかもしれないが、今後考えなければいけない問題と思う。

平安時代の掘立柱建物跡はかなりしっかりとした柱穴を持ち、同時期と思われる土器だま

りがあったことから、建物としては建たなかった柱穴で、 もっと多 くの掘立柱建物跡が存在

したと思われる。土器だまりは溝状遺構に遺棄されたものと考えることもできるが、構状遺

構が検出されなかった。町内の上原第 1遺跡では植物珪酸体分析から、陸稲を栽培 していた

ことがわかっていたので、 この遺跡でも栽培 し、集落を形成 していたと思われる。

今後の研究課題としては、縄文時代の集落が最大の課題であろう。近年、南九州の縄文文

化が注目されており、この遺跡も参考材料になると思 う。

現在、遺構 0遺物が未整理の段階で、詳細なことを報告できないため、本報告に期 したい

と思う。
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3次 1区空中写真 (1回 目)
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3次 1区空中写真 (2回 目)
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3次 2区 03区空中写真
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3次 3区空中写真 (2回 目)
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3次 4区空中写真 (1回 目)
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3次 5区空中写真 (2回 目)
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2次発掘調査 SG-1 土層写真

3次発掘調査 土器だまリ
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3次発掘調査風景
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